
■休館日：毎週月曜日・火曜日
　※９月 21日（月・敬老の日）、22日（火・国民の休日）、23日（水・秋分の日）は開館
■開館時間：午前　10:00 ～ 12:00（入館 11:30 まで）
　　　　　　午後　13:15 ～ 17:00（入館 16:30 まで）

■入館料：330円（現金のみ）
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①８月 30日（日）
 「ペン立てに絵を描こう」
②９月 22日（火・祝）
 「枡に絵を描こう」

S-Gallery 粛粲寶美術館
茨城県 猿島郡 境町 1455-1

Tel． 0280-23-4148

主催：境町　企画：境町アートプロジェクト
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18 歳未満、65歳以上は無料（年齢確認ができるものを提示）
各種障がい者手帳をお持ちの方と付き添い 1名無料



（旧Twitter）
境町自動運転バス
(ARMA)運行情報
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S-Gallery
粛粲寶美術館
S-Gallery
粛粲寶美術館

HOSHIIMONO100Café

S-Lab

仲町交差点 ・Agu hair row 境町菊地陶器店・

自動運転バス干し芋カフェ
朝日バス坂花町

朝日バス
境町（河岸の駅さかい）河岸の駅さかい 自動運転バス

の

運行情報は
こちら

■交通アクセス
●東武線東武動物公園駅から
　朝日バス「境車庫」方面　約40分　「坂花町」下車
●JR古河駅から
　朝日バス「境車庫」方面　約30分　「境町（河岸の駅さかい）」下車
●東京駅から
　高速バス東京駅境町線　約80分　自動運転バス
　「境町高速バスターミナル」　約40分　「干し芋カフェ」下車
●圏央道境古河ICから　車で約10分

https://www.sakaimachi.jp/shukusampo-museum.html
S-Gallery

しゅく

粛粲寶美術館
さ ん ぽ う

Tel.0280-23-4148
茨城県猿島郡境町 1455-1

※駐車場の詳細はこちらを参照

「物語を探して」（640×450㎜／天然木にアクリル） 「火取水取玉」
（径 183㎜／古歯車にアクリル）

「Under the Sea」
（径 400㎜／板にアクリル、古時計）

ごあいさつ

ステートメント 上渕翔　経歴
人間は物語を好む生き物だ。
小説や童話の中だけではなく、身の回りに起こるこ
とにも物語を付与して解釈したがる。 

水害が起こった時、川の神様を怒らせてしまったか
らかもしれないと考えたり、動物が人には理解でき
ない行動をとった時、彼らにしか見えない聖なる存
在と通じているのではないかと考えたりする。 

答えがない状態が不安だから物語を創造する。安心
をするために創造するのだ。 

ときに突飛で論理的ではなく、必ずしも正解に結び
付かないその営みが私はとても愛おしい。 

本展ではそんな物語に触発されて描いた作品を展示
する。観る方々にも物語を感じて欲しい、そして叶
うなら物語の続きを紡いで欲しい。

人は古くから、神話や伝説、民話、祈りの物語を語り継いできました。画家・上渕翔は、
それらの物語に宿る普遍的な心の風景をすくい上げ、「モノに描く」ことを一つの要
素として独自の表現世界を築いています。キャンバスのみならず、古材や建具、扉、
骨董品など、時を刻んだモノたちを支持体として制作を続けてきました。
上渕の作品では、古時計は異界につながる窓となり、古材に開いた穴さえも風景
の一部となります。
描かれる動植物や神獣、人々の姿は、素材そのものが持つ記憶と響き合いなが
ら、新たな物語を紡ぎ出します。そこには東洋と西洋、過去と現在、現実と幻想
が静かに溶け合う世界が広がります。

本展では、神話や伝承、文学から着想を得た代表作を中心に約 30 点の作品
を紹介します。
作家が見聞きし、想像し、描き出した物語は、鑑賞者それぞれの記憶や経験
と結びつき、新たな物語として再び息づきます。
本展が、一人ひとりの心の中に眠る物語への扉となれば幸いです。

境町アートプロジェクト

お申し込みは、こちら!

① ８月 30日（日）13:30～
 「ペン立てに絵を描こう」(定員7名)

② ９月 22日（火・祝）13:30～
 「枡に絵を描こう」(定員10名)

①②とも材料費：300円。

1983年 熊本県出身、つくば市在住／2007年 筑波大学芸術専門学群洋画コース卒業
【受賞歴】2025年  これやん・いんすぴvol.6 オーディエンス賞銅賞／2023年  砂漠の水第一

回アートコンペ　最優秀賞／2022年  ドラードギャラリー創作表現者展　山田五郎賞／
2021年  いい芽ふくら芽in Tokyo 2021 八犬堂賞

【個展】2026年  「物語の中へ」銀座中央ギャラリー(東京)／2025年  「紡がれる物語」gallery 
neo_/Senshu(茨城)、「物語の続きを」八犬堂ギャラリー(東京)／2023年  「古色雑考」松坂
屋上野店(東京)／2021年  「木に描く」常陽史料館（茨城）　その他個展、グループ展多数
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